
模造紙
マス目入りの方が使いやすい。
ロールタイプのものが多いので、
ワークの前に出して、巻きグセを直
しておくとよい。

コード
会場の広さ、電源（コンセント）の
位置を事前に確認。

カラー布テープ・養生テープ
はり物だけでなく、名札の代わりに
も使える。動きのあるワークの場合、
柔らかい雰囲気にしたい時等に、
“呼ばれたい名前”を書いてもらうとい
い。養生テープは、はる場所を傷め
ないので、重宝する。

掛け時計
ストップウォッチ同様、時間の管理
のために使う。ストップウォッチは
ファシリテーターしか見えないが、
時計は参加者全員にも見える。作業
時間の目安になる。時計の位置は、
参加者が見やすい位置に！

名刺カード
名刺大厚手のカードを使うことが多
い。事前に50枚 1セットにしておく
とよい。

付箋（ラベル）
よく使うのは7.5センチ×7.5センチの
もの。色によって書く内容を変える
こともできるので、数色あると便利。
ラベルワークでタイトルを決めると
きには、大きめの付箋（12センチ
×7.5センチ）を使うこともある。

色マーカー（水性）
いろいろなワークで活用する。水性
は裏写りしないので使いやすい。
ペン先は太字、細字が両方使えるも
のが好ましい。
縦線、横線で文字の太さを変えると
よい。
オレンジ
用を避ける。

３つのやくそく
“積極的”“尊重”“守秘”は参加型学習に
おける基本マナー。アレンジして“ど
んどん”“うんうん”“しーっ”というよ
うにわかりやすいキーワードにして
もよい。ワークの最後には、“守秘”に
ついて再度確認する。

作業用ＢＧＭ
作業中やワーク前の雰囲気づくりに
効果がある。

バインダー
フリップディスカッションやワーク
シート、アンケートを書く際に使う。
テーブルを使用しないときに、各作
業に便利。

Ａ４用紙＆Ａ３用紙
フリップディスカッションや作業用
紙等に使う。グループで話し合いす
る際に、付箋をはったりするのに便
利。

ホワイトボード＆マーカー
ワークの話し合いや会議を「見える
化」するために使う。マーカーは3色
以上あるとよい。
グループ作業で模造紙の代わりに使
うこともある。

マグネット
棒状のものが便利。ワークの成果物
や掲示物をはったりするときに使う。

ストップウォッチ・タイマー
ファシリテーターが時間を管理する
ために使う。
作業に移る前に「作業時間は○分で
す」、作業中には「あと○分です」
と参加者に伝えるようにして使う。
キッチンタイマーを使うこともある。

ワークで“あったらいいな”と
思う“こんなもの”“あんなもの”
を挙げてみました。

サインペン（細字）
カードワークや名札を書く際に使う
ことが多い。

卓上ベル
グループ発表などの残り時間の合図
に使う。ベル以外に鈴やタイマー音
などで知らせることもできる。

参加者名簿
参加者の名前や人数がわかるもの。
事前に知っておくことでワークの流
れや時間配分、グループ分けを考え
ることができる。

鉛筆
できれば消しゴム付きのものが便利。
ワーク前には必ず削っておく。

ワークシート
事前の準備で確認。既成のものより、
実態に基づいて工夫されたものの方
がよい。

Ⅳ

学習プログラム
企画・設計の手引き



時間 学習の流れ 留 意 点 準 備 物

【はじめに】

分
【アイスブレイク】

分 

【中心のワーク】

分 
【ふり返りと分かち合い】

【おわりに】

学習のねらい

■対象： ■人数： ■時間： 分 ■手法： 

「学習プログラム 進行表」作成の手引き

進行表は、【はじめに】【アイスブレイク】【中心のワーク】
【ふり返りと分かち合い】【おわりに】の５つで構成しています。
次の留意点を参考にしながら、具体的な学習プログラムを作成して
いきます。
一通りプログラムが完成したら、全体の流れに一貫性があるか、

ねらいを達成する流れになっているか、無理や無駄なものはないか
もう一度確認します。また、時間配分を考えて、与えられた時間内
に収めるように調整します。多くを詰め込みすぎず、少し余裕を
持った設計になるようにします。

● 参加者にとって魅力的なプログラム名を考えます。

プログラム名

１-① 愛すべき わが町

対象、人数、時間、手法

●手法は、ねらいに迫るために、どのような参加型学習の手法を用いるか書きます。

●対象・人数・時間は、実情に合わせて書きます。

■対象：地域住民 ■人数：20人 ■時間：80分程度 ■手法：ラベルワーク

学習のねらい わが町のよさを考えて出し合うことで、よさを見つめ、愛着を深めることができる。

●学習のねらいは、学習プログラム終了後に期待される、対象者の姿をイメージして書きます。

学習のねらい

●「（対象者が）○○することで、○○することができる」という形で書きます。

はじめに

●はじめにでは、テーマや大まかな活動内容を伝えます。

今日は、この町を住みよい町にしていくために、自分たちで何ができそうか考えていきます。
その前に、少し心と体をほぐしましょう。

●「これからアイスブレイクをします」ということばを使わずに、自然な形でアイスブレイクに入るようにします。

アイスブレイク

●アイスブレイクは、対象者や、目的、場に応じたものを行います。（V アイスブレイク集 P76～P94参照）

●ねらいや中心のワークとのつながり、アイスブレイクの効果を意識して取り入れることが大切です。

●参加者の様子や中心のワークとのつながり、そして、学習のねらいなどから必要でないこともあります。

ルールとマナーの確認

●中心のワークに入る前には必ず、ルールとマナーの確認を行い、支持的な雰囲気づくりを心がけます。（P７参照）

《 はじめにルールとマナーを確認しましょう 》

※ 上の図と１－①のプログラムの記入例を
参照しながらご確認ください。

※ 記入用紙はP74にあります。

●❶

●❹
●❺

●❽

●❸●❾ ●� ●�

●�
●�

●❷

●❼
《 はじめにルールとマナーを確認しましょう 》●❻
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中心のワーク（ 学習の流れ・ 留意点）

50分 【中心のワーク】

① 地域の現状について「よいとこ
ろ」をピンク色の付箋に、「問
題点・困っているところ」を青
色の付箋に書く ［3分］

② 簡単な説明を加えながら付箋を
模造紙のそれぞれの項目の場所
にはりながら話し合う

［12分］
③ 「めざす地域」を緑色の付箋に

書く ［3分］
④ 付箋を紹介し、はりながら話し

合う ［12分］
⑤ 「そのために必要なこと」（課

題）
［5分］

⑥ 付箋を紹介し、はりながら話し
合う ［14分］

●中心のワークでは、ねらいに迫るための参加型学習を効果的に取り入れていきます。

●参加者を、自然な形で学びや気づきに導くための問いかけや進め方を考えます。

・ねらいとワークの流れを確認し、
見通しをもつ。

・自分が感じていること以外に、人
から言われたことがあることを加
えてもよい。

・話し合いでは、簡単に説明を加え
ながら付箋を模造紙のそれぞれの
項目の場所にはる。

・似た内容は近くにはり整理する。

・「めざす地域」は、「３年後」
「５年後」「10年後」等と、決め
てもよい。

・「そのために必要なこと」（課
題）は、可能・不可能で考えるの
ではなく、自由な発想で考える。

⑪ 準備物

●学習の流れと留意点、準備物が時系列で対応するように書きます。

●留意点には、ねらいに迫るための手立てや予想される対処法等を書きます。

●ねらいに迫るうえで大切にしたい部分が充実するように、時間配分を工夫します。

ホワイトボード

付箋
（ピンク・青）

模造紙（項目を

書いたもの）

●時間は、当日の進行具合によって変更も考えられるので、少し余裕をもった時間配分を行います。

時間

●ワーク全体をとおしての自己の気づきや変容を見つめ、それを全体で共有します。

⑫ ふり返りと分かち合い

●学習プログラム終了後に期待される、参加者の姿をイメージして書きます。

●自己をふり返り、全体で気づきや思いを共有できる大切な時間です。

●価値や行動を押し付けないようにします。

⑬ おわりに

●この会で決まったことや次回の予定、参加者が次を期待するようなことを伝えます。

●必要に応じてルールとマナーを再度確認します。

10分 【ふり返りと分かち合い】
① 「自分が(自分たちで)やってみ
たいこと」をワークシートに書く

② グループで発表し合う
・全体に広げたいことは、積極的に
取り上げる。

いかがでしたか。地域には、問題点や困っていることもあるとは思いますが、やってみたいことを考えることで、
理想の地域に一歩近づけそうな気持ちになれたのではないでしょうか。まずは、できることから取り組んでいきた
いですね。

ワークシート
色マーカー

を黄色の付箋に書く

付箋
（ピンク・青）

付箋
（緑・黄）

【よさ】 地域の現状 【問題点・困っていること】

めざす地域像【○年後、こんな地域になっていたらいいな 】

めざす地域に近づくために必要なこと
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「会場図・準備物一覧」作成の手引き

場の設定は、会場の広さや形、参加者の人数や動きをイメージして行います。状況に応じて工夫をしていき
ます。下に代表的な例を紹介します。

場面ごとに必要なものをイメージしながら書き上げることで、ワークの流れをより具体的にイメージする
ことにつながります。各プログラムの準備物の欄や、「ファシリテーターの道具箱」（P68）を参考にしてく
ださい。

※ 記入用紙はP73にあります。

■ 講義の場 ■ グループワークの場

■ 全体ふり返りの場 ■ 全体で協議をする場

演台 ホワイトボード

喫茶コーナー・受付

会場図

準備物一覧
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【会場図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【準備物一覧】 

準備物 数量 チェック 備考 
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【進行表 記入用紙】 

時間 学習の流れ 留 意 点 準 備 物

【はじめに】

 分 
【アイスブレイク】

分 

【中心のワーク】 

分 
【ふり返りと分かち合い】

【おわりに】

学習のねらい  

■対象：       ■人数：      ■時間：    分    ■手法：          

《 はじめにルールとマナーを確認しましょう 》

Ⅴ

アイスブレイク
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